	　平成２３年度　　第２学年　　　生活科　年間指導計画並びに実施記録      Ｎｏ．１

	月
	単元名／題材名　
目標　
	予定時数
	実施時数
	備　　考


	
	小・中単元名／教材名
	指　導　内　容
	
	
	

	４

５


	１　２年生だ　うれしいな
目標：春の身近な地域の様子や自然を観察したり，新１年生と交流したりする活動を通して，四季の変化や春を迎えて，生活の様子が変わったことに気付くとともに，自分の役割が増えたことが分かり，自分自身の成長を喜び，意欲的に生活することができる。
	全

９

	
	

	
	１　学校の 春を 　　　　　　　　見つけよう
２　１年生を 　　　　　　　むかえよう
３　春の まちを 歩こう

	□春の自然の変化と，新しい１年生の入学や自分の進級などの生活の変化に関心をもち，進級を喜び，意欲的に活動に取り組むこと
□季節の変化や自分の身近な生活の変化に気付くこと

□新しい１年生とかかわること
□新しい１年生が安心し，楽しく過ごせるように考え，迎える活動をすること
□上級生になり，自分たちの役割が増えたことに気付くこと
□身近な地域の春の様子に関心をもち，ルールやマナーを守り，安全に気をつけながら，地域の人々や場所を見たり調べたりすること
□自分が興味をもった場所やかかわった人のことを振り返り，友達と伝え合ったり記録カードなどにかいたりすること
□春になり，身近な地域の自然の様子や人々の生活の様子が変わってきていることに気付くこと
	３

３

３
	
	・１年生のときと比較して，教室や下駄箱，教科書，学習することなどの変化に目を向けさせ，進級の喜びを実感させるとともに，新しい生活への期待感をもたせる。
・校庭の草花・虫だけでなく，風や日差しの変化などにも目を向けさせる。
・生活の中には，変化していない基本的な生活習慣があることにも触れ，学校生活のリズムを改めて確認するとともに，規律を守って楽しく生活する工夫を考えさせる。
・自分が入学したころのことを思い出させ，新しい１年生が安心して学校生活を送ることができるように，相手が何を望んでいるかという視点で考えさせるようにする。
・１年生の最後に計画していたことを確認し，学級活動，学校行事などとの関連を図って，具体的な計画を立てる。
・新１年生の担任と，お互いの学習のねらいを確認しておく。
・今後のまち探検，栽培活動，飼育活動などを見通して，教師がかかわらせたいと考えている場所やもの，人と出会うように計画しておく。
・事前に危険な場所を確認しておくとともに，安全に配慮して活動するように，事前指導を行う。
・においや音など，諸感覚を使って自然の特徴をとらえさせる。
・出会った人とあいさつすることや，話をすることを奨励する。

	
	２　おいしく　そだて　わたしの　野さい

目標：身近な植物の栽培に関心をもち，世話の仕方を自分で調べたり人に聞いたりしながら，大切に世話をする中で，それらに生命があることや成長していることなどに気付くとともに，植物に愛着をもち，継続的に育てることができる。　
	全
11

	
	

	
	１　野さいを　　　　　　　　　そだてよう

	□野菜を収穫することに関心をもち，収穫への期待や思いをもちながら，植物を育てること
□１年生での経験を振り返り，栽培する場所や時期を考え，自分の育てる植物を選んで栽培すること
□植物には，種類によって栽培に適した場　所や植える時期があることに気付くこと　
	２


	
	・教科書を見たり，１年生のときの経験をもと　にしたりしながら，育てる植物について話し　合わせる。
・図鑑で調べたり，上級生に尋ねたりできるよ　うにする。
・苗の植え方や種のまき方については，地域の農家の方など，栽培に詳しい人に指導を受けるのもよい。


	５
	２　野さいの　　　　　せわを　しよう


	□植物の変化や成長の様子に関心をもち，世話をすること
□植物の変化や成長について考え，世話の仕方を人に聞いたり，本や図鑑で調べたりしながら，植物に適した世話をし，それを記録カードなどにかくこと
□植物が変化や成長をしていくことやその様子に気付くとともに，育てている植物に合わせて世話の仕方も変わることに気付くこと
	３


	
	・植物の成長に応じて，草取り，施肥，支柱立 て，網かけなどを，児童といっしょに行うよ うにする。
・日常の世話のポイントを，成長に合わせて野菜名人に問い合わせられるようにしておく。
・長期にわたる活動になるので，意欲を持続させる働きかけを，その都度行っていくようにする。


	　平成２３年度　　第２学年　　　生活科　年間指導計画並びに実施記録       Ｎｏ．２

	月
	単元名／題材名
目標
	予
	実
	備　　考

	
	小・中単元名／教材名
	指　導　内　容
	
	
	

	７

	３　野さいを　　　　　　　　しゅうかくしよう

４　野さいの　ことを　　　　　　　つたえよう
	□自分が育てた植物の成長を喜び，野菜を収穫すること
□記録カードなどを見ながら，植物の成長   や変化の過程と，これまでに自分がして   きた世話の様子を振り返り，友達や家の   人に伝えること
□植物の変化や成長の様子に気付くとともに，１年生のときよりも上手に世話ができるようになった自分自身の成長に気付くこと

□これまでの栽培活動を振り返り，伝える相手のことを考えながら伝えることを選んで作品に表現し，友達や家の人に伝えること

□育てた植物によって，変化や成長の様子が違うことに気付くとともに，自分が栽培してきたことが，友達や家の人に伝わる楽しさに気付くこと
	２

２
	
	・熟した野菜ともう少し待つ野菜とを見分けな　がら収穫させる。
・春からの記録を見ながら，成長の過程や，世　　　話をできるようになった自分自身の成長について，振り返らせる。

・野菜によって収穫の時期が異なることや，衛 生・安全面への配慮から，保護者に協力を依 頼し，家庭で児童とともに調理し，試食して もらう。
・お世話になった人には，お礼の手紙などで表現してもよい。
・これまでの記録カードを振り返り，そのときの思いを表現できるようにする。


	10
	５　サツマイモを　　　　　　しゅうかくしよう
	□みんなで育てた植物の成長を喜び，みん   なといっしょに野菜を収穫すること
□収穫した野菜の利用方法を本で調べたり人に聞いたりして考え，友達と相談しながら決めること
□みんなで育てた植物の成長や変化の様子に気付くとともに，みんなで協力して世話ができたという自分たちのよさに気付くこと
	２
	
	・サツマイモ掘りの時期を野菜名人に尋ねた　り，一部をそっと掘って，成長状況を確かめたりする。
・苗植え，世話，収穫のときのことをかいた記録カードや写真などを見ながら，そのときの思いや感想を，多様な方法で表現させる。
・サツマイモのつるの長さや強さを，実感させる。


	５

６
	３　どきどき　わくわく　まちたんけん
目標：身近な地域に出かけ，地域の人々とかかわりをもち，さまざまな場所やものを調べたり利用したりし，それらが自分たちの生活を支えていることや楽しくしていることが分かるとともに，地域に親しみをもち，人々と適切に接したり安全に気をつけて生活したりすることができる。
	全
９
	
	

	
	１　まちの ことを 　　　　　　　　　話そう
２　まちたんけんの 　　　　計画を 立てよう
３　まちたんけんに　　　　　　　　　行こう
４　まちの ことを 　　　　　　つたえ合おう
　

　
５　まちで 見つけよう
	□身近な地域の人々やさまざまな場所に関心をもち，見たり調べたりすること
□自分がこれまでにかかわった地域の人や場所の中から，友達に知らせたいことを選んだり不思議に思っていることを考えたりして，友達と紹介し合うこと
□まち探検の計画を立て，準備すること
□友達と相談し，行きたい場所や会ってみたい人を決め，相手や場に応じた適切な行動や安全な行動について考えながら，探検の計画を立てること
□グループで決めた探検する人や場所に関心をもち，ルールやマナーを守って，まち探検をすること
□地域には，生活している人や仕事をしている人がいることが分かるとともに，彼らが自分の生活とかかわっていることに気付くこと
□探検したことを振り返り，その中から友達と伝え合いたいことを相談して選び，適切な伝え方を選び，友達と伝え合うこと
□地域にはさまざまな場所があり，そこに　は幼児や高齢者，障害のある人など多　様な人々が生活していたり，さまざまな　仕事に携わっている人がいたりすること　に気付くこと
□音やにおいなどの諸感覚を使って，以前の探検とは違う観点から地域の様子を調べること
□地域には，安全を守る施設があることに気付くこと
	１

２

３

３

外

	
	・日ごろの地域でのかかわりや春の活動を話題にするなど，「確かめたい」「もっと見つけたい」という探検への興味・関心が高まる投げかけをする。

・子どもたちに出会わせたい人や繰り返しかかわらせたい場所などは，教師が意識して，あらかじめ写真などを用意しておき，子どもの興味を喚起する。
・見たいものや確かめたいことを考えさせ，児童ひとりひとりに，探検への目的意識をもたせる。
・計画を話し合い，安全に気をつけることを確認し，カードにかかせる。特に，緊急のときにグループでどのように対応するのか（学校への連絡方法など）を確認しておく。
・保護者の協力を得る際には，学習のねらいをきちんと伝え，役割分担や子どもたちにどのように接するかなどを確認しておく。
・地域の音やにおいなどにも視点を当てるとよいことに気付かせ，諸感覚を使った活動とする。
・公共物を利用したり，地域の人にインタビューをしたりすることを奨励する。
・地域のことを，分かりやすく伝える方法を工夫させる（どんなものか，何のためにあるのかなどの視点を大切にする）。
・今回のまち探検で見つけたことや分かったことを春の地図につけ足していくと，学習の深まりを可視化することができる。

・見つけるもののテーマを決め，地域の特徴をつかませるようにする。
・色や音を使って，自分たちに安全を喚起してくれる設備があることに触れる。

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	　平成２３年度　　第２学年　　　生活科　年間指導計画並びに実施記録       Ｎｏ．３

	月
	単元名／題材名
目標
	予

	実

	備　　考


	
	小・中単元名／教材名
	指　導　内　容
	
	
	

	６

７

８

９


	４　生き物　なかよし　大作せん

目標：生き物を採集したり，飼育や観察をしたりすることに関心をもち，それらの育つ場所，種類による世話の仕方の違い，変化や成長の様子，自分たちと同じように生命をもっていることなどに気付くとともに，生き物への親しみをもち，大切に飼育を続けたり，自分たちが育てた生き物のことを他者に伝えたりすることができる。
	全
９


	
	

	
	１　生きものを 　　　さがしに 行こう　　　　　
２　生きものを 　　　つかまえよう
３　生きものを 　　　　　　　　そだてよう
　　　　
４　生きもの広場に 　　　　しょうたい　　　　　　　　　しよう

	□身の回りの生き物に関心をもち，生き物を採集に行く計画を立てること
□これまでに生き物とかかわった経験を振り返り，生き物のいそうな場所や採集方法を考え，友達と教え合うこと

□身近な地域に出かけ，安全に留意しながら，生き物を採集すること
□生き物名人に教わったり，友達と相談して考えたりしながら，工夫して生き物を採集すること
□生息している場所やえさといった，生き   物の特徴に気付くこと
□生き物の飼育に関心をもち，継続的に世話をしたり観察したりして，大切にすること
□生き物の世話の仕方について，調べたり相談したりしながら考え，工夫して世話をすること
□生き物の動きや形状などの特徴，変化や成長の様子，生命をもっていることに気付くとともに，生き物にはそれぞれ適した世話の仕方があることに気付くこと
□自分が生き物を飼育してきたことを，友達や身近な人に伝えること
□生き物を飼育してきたことを振り返り，伝える相手に応じた方法を考え，作品をつくったり，伝え方を工夫したりすること
□生き物への親しみが増し，上手に世話ができるようになった自分の成長に気付くこと
	２
２

２

３


	
	・事前に，生き物についての話題を取り上げたり，児童が捕まえてきた生き物を丁寧に取り上げたりする。
・まち探検などで，児童が見つけた生き物に関する情報などを意識的に取り上げる。
・うがい，手洗いなどの衛生面や，安全，マナーについての指導を十分に行う。
・地域の生き物名人に協力を依頼しておく。
・生き物名人に，捕り方を教わるようにする。
・安全やマナーに留意して，生き物採集をさせる。
・生き物を触るのが苦手な児童には，友達が採集した生き物を観察させるようにする。
・採集した生き物が，どのようなところにいたのかを確認させる。
・生き物に必要なえさやすみかについて調べさせることで，生息していた環境に近い条件で飼うことが適切であることに気付かせる。
・必要以上に触ったり，えさをやりすぎたりしないように指導する。また，手洗いをしっかりと行うよう指導する。
・日常的に観察と世話をさせ，生き物の変化や成長を気付かせるようにする。
・だれに，何を，どのように伝えるかを，グループで話し合わせる。
・これまでに調べたりまとめたりした経験を生かして，生き物広場の準備を進めさせる。
・来場者の立場になって，招待状や掲示物，展示物，会場設営や運営を考えるように促す。
・飼育している生き物の今後の扱い方について話し合う機会をもつようにする。


	
	５　うごく　うごく　わたしの　おもちゃ
目標：身近にあるものを使って動くおもちゃをつくり，友達と競争したり工夫を教え合ったりしながら自分なりに改良することを通して，動くおもちゃのおもしろさや不思議さを実感するとともに，遊び方を工夫しながらみんなで遊びを楽しむことができる。
	全
12


	
	

	
	１　うごく おもちゃを つくろう　　　　


	□動くおもちゃづくりに関心をもち，道具や身近な材料などを準備し，自分でおもちゃをつくること
□自分がつくるおもちゃを決め，動く仕組みを考えながら必要な道具や材料を用意し，工夫しておもちゃをつくること
□身近な材料を使っておもちゃがつくれることや，自分が力を加えなくてもおもちゃが動くという不思議さに気付くこと
	３

	
	・夏休みの体験や自由研究の発表などと関連づけて，おもちゃづくりへの興味・関心をもたせる。
・見本のおもちゃは，ゴム，空気，おもり，磁石など，多様な動力源で動くものを用意しておく。
・日ごろから，製作用の材料を収集，整理，保管し，学習環境を整えておく。
・装飾の工夫よりも，動くおもちゃとしての機能的な工夫を促す。


	　平成２３年度　　第２学年　　　生活科　年間指導計画並びに実施記録       Ｎｏ．４

	月
	単元名／題材名
目標
	予

	実

	備　　考


	
	小・中単元名／教材名
	指　導　内　容
	
	
	

	９

10


	２　もっと 　　　　　　　　くふうしよう
３　みんなで あそぼう

	□どうやったら自分のおもちゃの機能を高められるかを考えて，比べたり，試したり，見立てたりしながら，工夫しておもちゃをつくるとともに，工夫したところを友達と教え合うこと
□条件を変えることで，おもちゃの動きが変わるなど，自然現象の中にきまりがあるという不思議さに気付くとともに，友達のおもちゃには自分と違うよさがあることに気付くこと
□自分たちがつくったおもちゃで，みんなで楽しく遊ぶことに関心をもち，道具や用具の準備，かたづけ，整理整頓などをすること
□みんなで楽しく遊べるように，遊びのルールを考え，それを言葉や掲示物でみんなに伝えること
□おもちゃを工夫したり遊びの約束やルールを工夫したりすると，友達と楽しく遊べるようになるというおもしろさと，みんなで遊ぶことの楽しさに気付くこと
	３

６

	
	・自分がつくったおもちゃの機能を高めるために，繰り返し試したり，比べたりして，試行錯誤しながら取り組めるよう，十分な活動時間を確保する。
・輪ゴムの数を増やしたり，おもりの重さを調節したりするなどの工夫をしている児童には，その気付きを自覚化させる言葉かけを行い，ほかの児童に紹介させるようにする。
・自然現象の中のきまりやその不思議さに気付かせる。
・同じようなおもちゃをつくった児童どうしをグループにするなどして，みんなで楽しく遊ぶための工夫やルールなどを考えさせる。
・遊びながらおもちゃを改良したり，ルールを変更したりして，もっと楽しく遊べるように工夫させる。
・遊びコーナーを運営する側と遊ぶ側に分かれて遊んだり，１年生を招待していっしょに遊んだりするなど，みんなで楽しく遊ぶ方法を考えさせる。


	
	６　みんなで　行こうよ　つかおうよ
目標：身近な公共施設へ行き，安全に気をつけて施設を利用する活動を通して，公共施設やそこにある公共物はみんなで使うものであることや，それらを支えている人々がいることが分かり，大切に使ったり，安全に気をつけて正しく利用したりすることができる。
	全６
	
	

	
	１　図書かんへ 行こう
２　図書かんの ことを 　　　聞いて みよう
３　行って みよう 　　　　　つかって みよう

	□図書館や本が，みんなで使うものであることについて考え，友達と話し合うこと
□図書館には，みんなが気持ちよく利用するためのルールやマナーがあることに気付くこと
□図書館の利用者や施設を支えている人々と，適切なあいさつや言葉遣いをしながらかかわったり，図書館に親しみや愛着をもち，大切にしたりすること
□図書館を支えている人がいることや，みんなが気持ちよく利用できるような施設の工夫について考え，友達と話し合ったり，記録カードにかいたりすること
□図書館には施設を支えている人がいることが分かるとともに，図書館を利用すると，自分たちの生活が楽しく豊かになることに気付くこと
□公共施設やそれを支えている人に関心をもち，安全に気をつけて正しく利用すること
□公共施設が，みんなで使うものであることやそれを支えている人々について考えたことを友達と伝え合うこと
□公共施設には，みんなが気持ちよく利用するためのルールやマナーがあることや，施設を支えている人がいることに気付くこと
	３

３

　

外


	
	・他教科等や他単元と関連させ，「学校の図書館と比べるため」「自分たちが調べたり読んだりしたい本を探しに行くため」など児童に図書館に行く必要性が生まれるようにする。
・教科書下巻p.62～63などを参考にし，図書館にこだわらず，近隣の駅や郵便局，公民館，博物館など，児童にとって身近な公共施設を利用してもよい。
・施設の職員だけでなく，利用者やボランティア活動をしている人にもかかわることができるよう，時間帯や活動時期を考慮する。
・気付いたこと，感じたことなどを振り返り，友達と伝え合うことで，次の活動への意欲につなげられるようにする。
・前回借りた本を返すことをきっかけとするなどして，再度図書館を訪れることへの意欲化を図る。

・前回の活動で分からなかったことや疑問に思ったこと，さらに知りたいことなどをインタビューするようにする。
・インタビューや利用して分かったことなどを分かりやすく，工夫してまとめられるよう，記録カードや模造紙などを準備しておく。
・帰校時のうがい，手洗いなど，衛生面の指導を徹底する。
・授業以外で，友達や家の人と公共施設を利用したときのことを，朝の会の話や掲示コーナーを設けるなどして伝え合えるようにする。


	　平成２３年度　　第２学年　　　生活科　年間指導計画並びに実施記録       Ｎｏ．５

	月
	単元名／題材名
目標
	
	
	

	
	小・中単元名／教材名
	指　導　内　容
	
	
	

	
	７　もっと　なかよし　まちたんけん
目標：地域で生活したり働いたりしている人々と，話したり，いっしょに活動したりするなど，繰り返しかかわる活動をし，地域のよさに気付き，地域の人や場所への愛着を深めるとともに人々と適切に接したり，地域で安全に楽しく生活したりすることができる。

	全

12
	
	

	10

11

	１　まちたんけんの 　　　　計画を 立てよう
２　まちの 人に 
　　　会いに　行こう
３　もっと まちの 
　　　人と なかよく 
　　　　       なろう
４　なかよく　なった　　　　人の　ことを　

　　　しょうかいしよう
５　まちで さがそう

	□これまでにかかわった地域の人々に関心をもち，まち探検をしてもう一度会いに行くこと
□これまでにかかわった人々の中から会いたい人を決め，会いに行く計画を立て，準備をすること
□地域の人や場所に，親しみや愛着をもってかかわること
□場の状況をとらえて危険やマナーなどについて考え，安全に気をつけながら適切に探検すること
□地域で生活したり働いたりしている人々が，自分の生活を支えていることに気付くこと
□探検でかかわった地域の人に愛着をもちもっと親しくなるために，繰り返しかかわること
□相手や場に応じた適切な行動について考え，地域の人とかかわること
□地域で生活したり働いたりしている人々の生活していく上での工夫や，地域への思いに気付くこと
□愛着をもった場所や親しくなった人などのことを振り返り，内容に応じた伝え方を選んで友達と伝え合うこと
□地域の中に愛着のある場所が増えたり，人々と適切に接して親しくなったりした自分たちの成長に気付くこと
□地域には，幼児や高齢者，障害のある人など多様な人々が生活していることに気付くとともに，地域には彼らが暮らしやすくするためのさまざまな工夫やマークがあることに気付くこと

	３

３

３

３

外


	
	・春のまち探検や夏休み中の活動から地域への関心を高め，「行ってみたい」という思いを膨らませる。
・会いたい人や行きたい場所，したいことなどを出し合い，自分のめあてが明確になるようにする。
・対象別，目的別など，グループ編成を工夫する。
・めあてをもって出かけ，活動がより効果的になるよう，地域の地図などを用意する。

・必要に応じて，地域の人や施設に連絡をとり協力をお願いしておく。
・安全や時間など，クラス全体の約束をもう一度確認しておくとともに，グループごとに引率者やチェックポイントを設けるなど，安全確保には，十分に配慮する。
・見つけたことや思ったことの振り返りは，話したり，記録カードに記入したりするなど，さまざまな表現方法を選べるようにする。
・インタビューの内容や，地域の人といっしょにしたいことが焦点化されるようなグループ分けを行う。
・要領よく計画を立てられるよう，これまでの探検の経験を生かすことを助言する。
・安全には十分に配慮する。また，帰校時のう　がい，手洗いなど，衛生面の指導を徹底する

・自分たちが見つけた新たな発見や地域のよさ　が，相手に伝わるような工夫をすることを助　言する。
・各グループの伝えようとしている「よさ」や　，発表の仕方の工夫や頑張りをとらえ，共有　化を図れるよう補助する。
・地域には，障害のある人，外国の人など，さまざまな人が暮らしやすくするための工夫がされていることに目を向けさせる。
・これらの施設，設備は，大事な役目をもっており，大切に扱わなければいけないことに気付かせたい。

	
	８　聞いて　聞かせて　まちの　すてき
目標：地域の人と繰り返しかかわったことや，そのかかわりを通して分かったことなど，自分にとって心に残った出来事を新聞やポスター，パンフレットなど，伝えたいことに応じた適切な方法を選択して表現し，友達や地域の身近な人々と伝え合う活動を行うことを通して，身近な人々とかかわることの楽しさが分かるとともに，地域の人々と進んで交流することができる。
	全
10


	
	

	11


	１　ふりかえろう 　　　　　まちの すてきな 　　　　　　　できごと
　　

	□地域でかかわった人のことやそのかかわりを通して分かったことなど，心に残った出来事を地域の人々と伝え合おうとすること
□地域での活動を通して心に残った出来事を振り返り，地域の人々に伝えることを選ぶこと

	３
	
	・地域でかかわった人の写真に名前をつけさせその理由をエピソードで紹介させるなどして具体的なかかわりを思い出させ，再度会ってみたいという気持ちを喚起する。
・紹介し合う活動の中で，「質問タイム」を意図的に設け，もっと調べてみたい，地域の人々に伝えたいという願いがもてるような工夫をする。

	
	　平成２３年度　　第２学年　　　生活科　年間指導計画並びに実施記録       Ｎｏ．６

	
	単元名／題材名
目標
	
	
	

	
	小・中単元名／教材名
	指　導　内　容
	
	
	

	12


	２　まちの 人に 　　　　　　つたえる 　　　　　　　じゅんびを 　　　　　　　　しよう 　　
３　まちの すてきを 　　　　　　　つたえよう　
４　はっぴょう会を 　ひらこう
	□自分が伝えたいことについて，さまざまな手段を使って情報を集めること
□多様な表現手段の中から，伝える相手や　内容などを考えて適切な方法を選び，比　べたりたとえたりして，分かりやすい伝　え方の工夫をしながら，作品に表現する　こと
□適切なあいさつや言葉遣いに気をつけ，地域の人々と自分たちの地域のよさについて伝え合うこと
□地域の人々の気持ちを考え，表情やしぐさ，態度などで気持ちを表し，地域のよさを伝え合うこと
□自分の見つけた地域のよさが，地域の人々に伝わることの楽しさや，地域の人々の考えている地域のよさを理解すること
□学校に招待した地域の人々と，地域のよさについて伝え合うこと
□地域の人々の気持ちを考え，表情やしぐさ態度などで気持ちを表し，地域のよさを伝え合うこと
□地域の人々とかかわる楽しさに気付くと　ともに，作品や言葉，表情，しぐさなど　多様な伝え方があることに気付くこと
	３

４

外


	
	・電話や手紙，ファックスなどを利用する際の基本マナーについて，この機をとらえて，十分な指導をする（教科書下巻p.106）。
・新聞やポスター，パンフレットなどの作品づくりにあたっては，国語科や図画工作科との合科的・関連的な指導を行い，指導の効果を高める。
・伝えるのに適したまとめ方を選択する際には新聞やポスター，パンフレットなどの作品の特長について，ポイントを絞って話し合わせるようにする（教科書下巻p.106）。
・発表し合う際には，発表の仕方や作品の工夫につながるよう，聞き手には①感心したところ，②ワンポイントアドバイス，などと視点を決めて感想を述べさせるようにする。
・児童が地域に出かけていく前に，教師側から伝える相手の方に，協力依頼と活動の趣旨説明を十分にし，協力の仕方についても説明しておく。
・地域の人々に伝える活動をする際には，児童の伝え方が一方的にならないように，地域の人々から質問や感想を聞いてくるように指導する。
・発表の順番や，交替するときのきまりなどを　事前に確認しておき，短時間でスムーズに運　営できるようにしておく。
・招待した人々から意見や感想をもらえるように，発表者の名前などを記した簡単な記入用紙を用意しておくとよい。
・発表が終わった後に，感想や気付いたことを　話し合う場を設定し，地域の人々に伝えたこ　とで，さらに分かったことがあることや，交　流することの楽しさに気付かせる。

	
	９　あしたへ　ジャンプ
目標：自分自身の成長に関心をもち，これまでのことを振り返るこ　　　　　　　　   

      とを通して，自分が大きくなったこと，できるようになったこ 

      とや役割が増えたことなどを実感し，それらには，多くの人々
      の支えがあったことに気付くとともに，これまでの生活や成長  

      を支えてくれた人々に感謝の気持ちをもち，その気持ちを伝え
      るとともに，これからの自分自身の成長に願いをもち，自信を
      もって意欲的に生活することができる。


	全
27


	
	

	１


	１　大きく なった 　　　　　自分の ことを　　　　　　ふりかえろう
２　すてきな ところを 　　　　　　教え合おう

	□自分自身の成長に関心をもち，できるようになったことなど，自分の成長を振り返ること
□入学してからの２年間を振り返り，現在の自分と比較し，できるようになったことを考えること
□自分が大きくなったことや，自分でできるようになったこと，役割が増えたことなどに気付くこと
□友達と互いのよいところを教え合うとともに，これまでかかわってきた人にインタビューをして，自分の成長を振り返るのに必要な手がかりを集めること
□友達とのかかわりを振り返り，自分が支えてもらったことや友達が頑張ったことを，友達に伝えること
□優しい気持ち，他者への思いやり，我慢する心など，自分自身の内面的な成長に気付くこと

	３

３


	
	・これまでの表現作品や主な行事や学習場面の写真などを，時系列に沿って掲示しておくとよい。
・どの時点から振り返るかについては，児童が自ら思い出すことのできる「入学してから」を中心にする。
・これまでにかかわってきた人にインタビューしたり，ゲストティーチャーとして招いたりして，協力を求める。
・素直にお互いの成長やよさに目を向けられるようなカードを準備する。
・家庭から昔の写真や品物などをもってくる際には，児童の家庭環境に十分配慮する。
・内面的な成長にも触れるように声をかける。


	　平成２３年度　　第２学年　　　生活科　年間指導計画並びに実施記録       Ｎｏ．７

	月
	単元名／題材名
目標
	
	
	

	
	小・中単元名／教材名
	指　導　内　容
	
	
	

	２

３


	３　大きく なった 　　　　　自分の ことを 　　　　　　　まとめよう
４　ありがとうを 　　　　　　　　とどけよう
５　すてきな ３年生に 　　　　　　　　なろう

	□自分の成長に誇らしい気持ちをもち，作品にまとめること
□できるようになったことや，役割が増え　たことなどの中から，自分の成長を表す　のに適していることを選び，比べたり，　たとえたりして，分かりやすくなるよう　工夫しながら作品に表現すること
□自分の成長を支えてくれた人に感謝の気　持ちをもち，その気持ちを伝えること
□自分の成長を支えてくれた人の自分とのかかわりを考え，お礼の手紙などをかいて感謝を表すこと
□自分の成長を支えてくれた人がいることや彼らの自分への思いに気付くこと
□自分の３年生での成長に願いをもって，意欲的に生活しようとすること
□３年生になってからできるようになりたいことについて考え，友達と話し合うこと
□自分自身のよさが分かり，３年生になってからも成長できることに気付くこと
	９

６

６


	
	・児童ひとりひとりの個性や，集めた資料の内　容，量により，まとめる方法（新聞，絵本な　ど）やページ数などは，幅をもたせるように　する。

・つくりながら見せ合うことで，友達の反応な　どを参考にして，さらに工夫することができ　るようなゆとりをもった時間設定にしたい。

・協力していただく地域の方に，活動のねらいをしっかりと伝え，理解していただく。
・これまでにかきためた記録カードや作品などを参考に，かかわってくれた人々を具体的に思い出せるようにする。
・お礼の気持ちを伝える表現方法には，どのようなものがあるのかを話し合い，選択できるようにする。
・お世話になった人に直接会いに行く際に，気をつけなければならないマナーや交通ルールなどを確認しておく。
・３年生の様子を知るために，教室に行き，取材活動ができるように，３年生の担任と連絡を取り合う。
・将来の夢や希望を出し合うようにする。


	      １学期　予定時数　３６時間　　　実施時数　　　時間
	前　期　予定時数　５１時間 　　　実施時数　　　時間

	      ２学期　予定時数　４２時間　　　実施時数　　　時間
	後　期　予定時数　５４時間 　　　実施時数　　　時間

	　　　３学期　予定時数　２７時間　　　実施時数　　　時間
	

	　　　　　　　　　　　　年　間　予定時数　１０５時間　　　実施時数　　時間
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